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づく「棲み分けJ(ethnic religious & cultural 
polarization) を超えて，経済的状態を基盤と
するミドル・クラスが増大しかれらが新しい
独自の文化的・政治的価値観を萌芽的に形成し
て， 自分の属する伝統的・宗教的価値観への見
直しのまなざしをすら見せ始めている。(例え
ば，ムスリームにおける女性犯罪者へのムチ打
ち刑の廃止や軽減の要求， etc.) 
今日のサガヤラージ先生のご報告は，まこと
に啓発的で感銘を受けたが，ヴァデイパティ村
の事例(=SHG政策の普及，成功による民主
主義意識の進展，貧困・不平等の漸次的解消)
に象徴される〈南インド全体の大きな社会的・
政治的・文化的変容〉というローカル/メガ・
トレンドにおいては，カーストという儀礼的地
位と差別そのものは，なお，そのままでありな
がら，社会的・経済的・政治的役割は変わりつ
つあるというご見解は，そこに新たなミドル・
クラスが成立しつつあると思えるが，そこに，
伝統的価値観の中核であるカーストを見直すと
いう機運がpositivestrategicalに形成されつ
つあると見ておられるか?
E 国際シンポジウム
客員研究員
( 1 )伝統的な職業による分業は，現在儀礼的
分野でのみ機能しているのですか。例えば，床
屋，土器っくり，司祭など。
( 2)飲食についてのタブー，礼儀は残ってい
ないのですか。
ex.下層カーストのふれたものを上層カース
トが食べない。
ex.料理人は上層カーストが多い。
( 3)高学歴，識字，儀礼的高地位の上層カー
ストは，現在村の中での社会的地位を失う傾向
があるか。 SHGによる定位カーストの活躍に
対し，どのような態度をとっているか。反発，
無視，積極的支持をする者の割合は?
( 4) こうした活動の結果は，内婚制へ影響を
与えましたか。
(5) 2万人のムラということですが，
でのムラと町の区別は?
4.佐藤俊一先生に
大学教員
インド
沖縄，特に北部地域(ゃんばる)においては，
最近さかんに「むらおこしJから「むらのこしJ
をキーワードに地域活性化を図ろうとする動き
があります。(民宿→民泊など)
つまり，何か新しいことを始めるのではな
く，すでにある良い物(文化)をいかに残して
後世に伝えていくか，について知恵を絞ってい
ます。この動きについて佐藤先生のお立場から
見ると，どのように感じられますでしょうか?
アドバイスをお聞かせ下さい。
画家
我々は土木工事より，北部ヨーロッパでやっ
ているように，社会保障に投資した方が経済的
に効率が高いと考えているのに，政治屋は土木
工事ばかりやっているのは何故か。
無署名
特区法や地域再生法によって地方自治体で
63 
は，地域総ぐるみでの振興が叫ばれている。そ
の中で新たな NPOの全国的な動きが活性化
し，今や NPOによる地域づくり，活性化がさ
かんになってきている。その NPOと自治f本・
中央政府の関係性について， どうなっているの
か，情報があれば，お聞きしたい。
(文責:松本誠一)
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